（平成27年度公民館等活性化モデル事業）
	館名
	竹原市立忠海東公民館

	事業名
	世代間交流（地域交流）　　“忍者でふたまど体験”

	事業の様子
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チャンバラ対戦
工作教室
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町内探検


	特徴
	●子供たちの夢をかなえる
・「忍者体験」という子供の夢をかなえる体験型
●公民館職員は“コーディネーター”！！
・公民館職員が「コーディネーター」となり，地域の多様な世代の人々（機関・団体等）とのつながりや子供の成長（人間性や社会性の育み）に着目しながら，学習支援が行われている。

	趣旨
	○異年齢の子供達と大人がチームを作り，交流することで人間関係形成能力を育む。また，忍者になるという夢をかなえる。
○地域に伝わる食文化，民話，子供相撲等の伝承を行うことで郷土愛を高める。
○公民館を中心に，小学校・地域の連携を強める。

	活動実績
	【対象・人数】　子供（忠海町内小学校児童）59人，大人（地域住民）111人
【連携団体等】　忠海学園ＰＴＡ，忠海地区自治会，忠海地区食生活改善推進委員，公民館協力委員，教室・同好会会員，公衆衛生推進協議会，ＮＰＯ法人

「忍者でふたまど探検」
○工作教室
日程：　平成27年11月24日（火）　　参加者：子供34人，大人17人　計51人
内容：　忍者衣装・刀作り
○ふたまど探検
日程：平成28年1月16日（土）　　参加者：子供59人，大人111人　計170人
内容：公民館及び地域を使い，「文化伝承」と「子供の夢の実現」に向かって，地域が一体となる。
（１）「ふたまど応援隊」会議と準備（延べ参加人数129人）
10/22（木）企画会議10人
11/24（火）巻物作り11人
12/15（火）企画会議13人
１/7（木）企画会議16人
１/8（金）衣装，刀，頭巾等準備６人
１/15（金）前日会議，準備49人
１/16（土）反省会24人

（２）活動内容
　ア　「グループワーク」　大人・子供混在の班分けで行動
イ　「食事作り」　地域のスタッフに依頼，地産材料を使用
ウ　「忍者体験」　ＮＰＯ法人の協力により実施
　　　　　　　　　変身・修行・チャンバラ体験
エ　「地域探検」　町内散策，神社・御大師堂回り
オ　「尻相撲対戦」　低学年・中学年・高学年に分けてのトーナメント戦で実施
カ　大人と子供の交流


	成果と課題
	【成果】
・地域住民，児童，保護者，公民館利用者の交流・連携ができた。
・地域を活用することで，郷土愛が高まった。
・参加者一人一役で，主体的に行動できた。
・統廃合による小中一貫校となり，小・中学生の参加が増えた。
・保護者の協力が増えた。特に，父親の参加が増え，活気があった。
・時間配分に余裕があったので，ゆっくりと交流ができた。
・地域の高齢者にとても好評だった。
・ＮＰＯ法人の協力により，子供の夢の実現や交流が充実した内容になった。
【課題】
・参加人数が増えたため，公民館スペースだけでは手狭になってきた。
・大人スタッフの人数確保には限界があるので，保護者との連携をさらに強化していきたい。

	連絡先
	竹原市立忠海東公民館
〒729-2316　　竹原市忠海東町五丁目1-13
電話　　0846-26-0353　　　ファクシミリ　　0846-26-0353　
電子メール　　tadahigashi-k@tanet.ne.jp

 HYPERLINK "mailto:kuchita-k@hitomachi.city.hiroshima.jp" 


